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Using thiour閃， ammonium thiocyanate， 2. 4 -dithiobiuret and guanylthiour伺belonging to sulfur 
containing noncyc1ic cyanamide deriv司tives， these decomposition compounds was followed by uti1izing 
the IR， UV and X-ray diffraction techniques. 
From IR remarking the bending band of triazine ring corresponded to 800 cm-1， the temperatures 
at which respective compounds cyclize are determined. In UV， the absorption of ammeline， 
ammelide， melam， melem， thiωmmeline are c1early decided from which could also be followed 
the proceeding of cyc1ization. And， in X-ray diffraction the changes of intermedates in the ther­
mal decomposition are checked as it were qualitative owing to the import祖t information that 
the diffraction line becomes simple as the cyclization increaseョ Combining these three techniques 
mentioned above， the course of thermal decomposition was qualitatively presumed. 
1 . 緒 言
著者らの研究室にて， 従来よりトリアジン系化合物
の分解と生成についての研究1)寸〉を 行 なっている。










市販試薬および標準品 ( 当研究室にて合成) はすべ
て既報3)と同じものを 使 用した。
2.2 測定方法
2.2.1 赤外吸収スベクトル島津1 R-27 型. 自記
分光光度計にてKBr錠剤法で測定した。
2.2.2 紫外吸収スベクトノレ 目立自記分光 光 度 計
Ep，-3 T型を用い， 10mm石英セJレにて測定した。
2.2.3 X線回折理学電機X線回折装置D-3Fを
使 用し， 回折条件t土銅対陰極， ニッケノレブイノレタ{を
使用し， 電圧25KV， 電流21mA， 受光スリット
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0.4mm. プルスケ-Jレ480c/s. 時定数 2 秒， ゴエオ





~図4に示す。'図 1 はチオ尿素の場合で あり， チオ尿
素の融点を過ぎると 同 時に 2.100cm-1付近の-SCN








の中間の構造を有するアンメリ ン， アンメリ ドはシァ
ヌJレ酸 同様 1 ，720cm-1付近の領域のC=O伸縮振
動による吸収帯の存在からイソ型構造を有していると
一uh)ムヤ司「刷〔
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これら両者とも， 4 000C を過ぎると消失していく。
800cm-1付近 のトリアジン環の形成は2500cを過ぎて
から生じ始めることはチオ尿素の場合と同じである。
図3は2. 4 ジーチオピウレットの場合でり， チオ尿素
と同様融点を過ぎると -SCN基， -NH4+の吸収
が生じ始め， 両者とも， 3 500Cを過ぎると消失してし
ま う。 また， トリアジン環の吸収スベクトJレは 2000C
からすでに生じ始め， 図1， 図2 の場合より， かなり













℃での 253-256mpの吸収はメラムによる 吸 収と一













る。 250， 300. 350， 4 000Cと加熱温 度が上昇するにつ
れ， 230-250mμの聞でフラットが生じてくる。 ますこ



















































50 図 8 グア=-;レチオ尿素の各加熱 温度 における
uv吸収スベクトノレ
図 1 0  チオシアン酸アンモニウムの各加熱温度 に
おけるX線回折図
図 9のチ オ尿素の場合と図10のチオシアン 酸アンモ
ニウムの場合を比較すると， 両者とも200.C内外まで
はチオシア ン酸アン 毛=ウムの回折線は残っているが
， チ オ尿素の回折線は消失し， 非品質 になっていると
推定される。300.C以上 になると， 回折線はシヤ戸プ
でなく， ベースラインもかなり上昇し， 結晶化 度が悪







くなる傾向が認められる。 図 11 の2.4ージチオピウ
レットの場合はチオシアン酸アンモニウムの回折線が












































































図 12 グア ニノレチオ尿素の各加熱温 度におけるX
線回折図
50 



















































n川v nHU E-v nHU E-uηLヨυヨυd崎zd咋チオ
尿
素
























































































































、 H 1 H 



















































CN2H2十NH4SCN � HN=C(NH2)2・ HSCN……(3)
H2N-C-NH-C-NH2 ごHN= C-NH-C-NH2ー→HN= C(NH2)2+ C S2…・・(4)
11 11 11 




HN= C(NH2)2十日 SCN � HN=C(NH2)2・HSCN'"・H・-・(6)
H2N-C-NH-CH-NH2ごHN=C-NH←C-NH2ごHS CN+HN=C(NH2)2 
11 11 I 11 
S N SH NH 
ごHN=C(NH2)2oHSCN・H・H・" (7) 
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